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みなさんには「これが自分だ」「自分らしさだ」といえるものがありますか。

そのまえに、「これが自分だ」というのは何のことでしょうか。自己？意識？心？

それは言葉を変えただけで、説明にはなってない、と言われたらどうしますか？

心理学は心の学問です。心というのは、それがあるのかないのかさえ、よくわかり

ません。

心理学者はロマンチストですから、世界はそれを愛と呼ぶんだぜ、とばかりに、そ

れを心と呼ぶ何かを仮定しながら研究しています。

ご紹介するこの本は、「心」とか「意識」と呼ばれているものについて、心理学だ

けでなく情報理論、生理学、複雑系科学など様々な知見をつかってアプローチし

ていきます。問いそのものは哲学的ですが、「心」とか「意識」について、科学はこ

こまでアプローチしてきたのだ、ということが驚きとともに経験できる良書です。

少し厚い本ではありますが、ストーリー性のある記述になっていますから、すいす

い読んでいくことができます。意識についてどれか一冊だけ読むとするなら、この

本が最良の一冊です。

友達との何気ない会話、自分の意思による行動など、普段なら疑うことのない日

常のワンシーンにも、心理学やその他の科学が考えなければならないことはたく

さんあります。この本を通じて身の回りに広がるたくさんの題材をよみとり、学術

的にアプローチする楽しさを、大学生活の中でたっぷり学んでいってください。
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